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国道２８９号八十里越（国土交通省施工区間）

環境調査の結果に基づき、
「工事を全面的に再開」 します

【お問い合せ先】
●八十里越事業に関すること

国土交通省 北陸地方整備局 長岡国道事務所 副所長（改築） 嶋倉 正幸
[電話] ０２５８－３６－４５５１（内線２０４） [ＦＡＸ]  ０２５８－３３－７５６６

●福島県施工区間に関すること
福島県 南会津建設事務所 事業部長 菅波 亨

[電話] ０２４１－６２－５３０３ [ＦＡＸ]  ０２４１－６２－５３４０

令和２年 ４月２０日

本紙の投込みをもって解禁
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ふるさとの ぬくもり伝える 道づくり

国土交通省 北陸地方整備局 長岡国道事務所

〒940-8512 新潟県長岡市中沢４丁目４３０－１

ﾊﾟｿｺﾝ,ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ http://www.hrr.mlit.go.jp/chokoku/
携帯電話 http://www.hrr.mlit.go.jp/chokoku/i/

国道２８９号八十里越については、第46回八十里越道路環境検討委員会※（以下、
「委員会」という。）において、 『国土交通省施工区間の一部施工区域で、猛禽類の
繁殖への影響が予見されるので慎重に工事を進める必要がある』との意見を踏まえ、
現在、影響が予見される区域を除く区間において工事を再開しています。

はちじゅうりごえ

しまくら まさゆき

なかざわ

すがなみ とおる

国土交通省では一部未着手となっている区間の工事再開（全面的な工事再開）に
向け、猛禽類のモニタリング調査を継続して参りました。

このたび、継続して実施した猛禽類のモニタリング調査結果を委員会の有識者に
報告し、『国土交通省施工区間では、猛禽類の繁殖への影響は予見されない』との
意見をいただきました。

今回の結果を受け、工事を見合わせていた国土交通省の一部施工区間について、
４月２１日（火）以降、工事を再開いたします。

（ ※ Ｒ２．３月 新型コロナウイルスの感染拡大防止のため書面形式にて行っています）

なお、引き続き環境に配慮しながら工事を実施いたします。



・平成 ９年 ４月２１日 第 １回八十里越道路環境検討委員会
（中略）

・平成２９年 ４月２４日 第４０回八十里越道路環境検討委員会

・平成２９年１２月 ８日 第４１回八十里越道路環境検討委員会

・平成３０年 ４月１８日 第４２回八十里越道路環境検討委員会

・平成３０年１２月２１日 第４３回八十里越道路環境検討委員会

・平成３１年 ４月１７日 第４４回八十里越道路環境検討委員会

・令和 元年１２月２６日 第４５回八十里越道路環境検討委員会

・令和 ２年 ３月 第４６回八十里越道路環境検討委員会

委員名簿

参考１

（委員は、五十音順）

組 織 氏 名 所 属
八十里越道路環境検討委員会

専 門

委員長 阿 部 學
日本猛禽類研究機構 理事長

（前新潟大学農学部教授）
野生生物全般

委 員 木 村 勝 彦 福島大学 共生システム理工学類 教授 植 物

〃 舟久保 敏

国土技術政策総合研究所

社会資本マネジメント研究センター

緑化生態研究室 室長

緑化・生態全般

〃 千 葉 晃 日本歯科大学 名誉教授 哺乳類・鳥類

〃 渡 辺 央 新潟県野鳥愛護会 会長 鳥 類

八十里越道路環境検討委員会

委員会設立の目的

国道２８９号八十里越は、県境の「八十里越」と呼ばれる越後山脈の豊か
な自然に恵まれた越後三山只見国定公園をはじめ、奥早出粟守門県立自然公
園、只見柳津県立自然公園を通過します。
当該地区は特に豊富な自然が保たれているため、建設工事にあたっては、

自然環境への影響を十分把握し、適切な保全措置を講ずる必要があることか
ら、その具体的な環境保全対策の検討を行うことを目的として、学識経験者
で組織する「八十里越道路環境検討委員会」が設立されました。

委員会の開催状況




